
2023年2月

レコーダーから電子メールを
送信する設定方法
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1.死活監視とは？
死活監視とは、カメラやレコーダーから定期的にメールを送信する機能です。
この機能により、カメラがネットワークから断線していないかを知らせることがで
きます。

定期的にメールを送信
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2.メールの設定の確認(Outlook)
Windowsの「設定」で「コントロールパネル」を選択します。
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2.メールの設定の確認(Outlook)
Mail(Microsoft Outlook)を選択します。
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2.メールの設定の確認(Outlook)
「電子メールアカウント」を選択します。
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2.メールの設定の確認(Outlook)
メールを受信したいメールアドレスを選択します。
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2.メールの設定の確認(Outlook)
メールの各設定を確認します。

①Outlookでの表示名です。設定には使用しません。

②「送信者」「受信者」の欄に入力するメールアドレスです。

③「SMTPサーバー」の欄に入力するサーバー名です。

④送信メールサーバーは、設定には使用しません。

⑤「ユーザー名」の欄に入力するアカウント名です。

⑥「パスワード」の欄に入力します。

①

②

③

④

⑤

⑥
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3.メール送信の基本設定

①契約している送信メールサーバーを設定します。

③登録しているメールのアカウント名を設定します。

④メールアカウントのパスワードを設定します。

⑤送信者のメールアドレスを設定します。
(受信者のメールアドレスと同じものでOKです。)

⑦受信者のメールアドレスを設定します。

②任意のポート番号を設定します。

⑥暗号化形式はTSLかSSLが推奨ですが、対応して
いない場合はnoneに設定します。

①
②

③
④
⑤
⑥

⑦

「ネットワーク＞電子メール」を選択して、電子メールの設定ページを開きます。



10

4.メール送信の設定（テスト/画像添付/死活監視）

①「添付ファイル」の項目に☑をつけると、メール
にスナップショットを添付することができます。①

②死活監視をしたい場合は☑を付けます。

③メールの送信間隔を設定します。

④「テスト」をクリックして、テストメールを送信します。
※テストメールと死活監視では、画像を添付することはできません。

②
③

④
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5.テストメール受信の確認
テストのメッセージを受信したことを確認します。
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6.死活監視メール受信の確認
死活監視のメッセージを受信したことを確認します。
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7.スナップショットのスケジュール設定
「ストレージ＞スケジュール＞スナップショット」を選択して、スナップショットのスケジュール
の設定を開きます。

①「動体検知」をクリックします。
②動体検知でメールを送る時間帯
を設定します。
③「適用」をクリックして設定を
保存します。

①

②

③
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8.SMD（動体検知）の電子メール送信設定

ホーム画面から「AI」を選択します。
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8.SMD（動体検知）の電子メール送信設定

「パラメータ＞SMD」を選択して、SMDの設定ページを開きます。

画面下部の「他の設定」をクリックします。
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8.SMD（動体検知）の電子メール送信設定

①「電子メールを送信」にチェックを付けます。
②「OK」を選択します。
③「適用」をクリックして、設定を保存します。
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9.動体検知メール受信の確認
動体検知のメッセージを受信したことを確認します。
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